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幕 場 場面 内容 見どころ・聴きどころ

前奏曲 3 有名です

トゥリッドゥが、元恋人でアルフィオの妻となったローラの美しさを讃えている。
そのために自分が殺されても構わないが、一緒でなければ、と歌っている。

4
トゥリッ

ドゥ

夜が明けて、復活祭を祝うために教会に人が集まってくる。 6 合唱

トゥリッドゥ
を探す

サントゥッツｧ

サントゥッツｧが、トゥリッドゥの居所を探している。
ルチアは、息子トゥリッドゥが、ワインの仕入で出張中と言う。
サントゥッツｧは、トゥリッドゥが深夜に村の中にいたという噂を聞いたと言う。
元気に登場したアルフィオも、今朝トゥリッドゥを自宅近くで見かけたと言う。
サントゥッツｧは、ルチアのアルフィオとのそれ以上の会話を、さえぎる。

7
サン

トゥッツｧ
ルチ
ア

アル
フィオ

教会の中から、復活祭を讃える合唱が聞こえてくる。教会の外でも讃える合唱を歌ってい
るが、サントゥッツｧとルチアを除いて、みんな教会に入っていく。

6
サン

トゥッツｧ
ルチ
ア

合唱

サントゥッツｧはルチアから、会話をさえぎった理由を聞かれる、
①トゥリッドゥは、兵隊に行く前にローラと永遠の愛を誓っていた。
②除隊したら、ローラはアルフィオと結婚していて、裏切られた。
③トゥリッドゥは、サントゥッツｧと婚約し、忘れようとした。
④嫉妬したローラは、トゥリッドゥを自分から奪い、不倫している。
と、泣き崩れる。そして、自分は教会に行けない身であるとも。
ルチアは、教会に入っていきサントゥッツｧのために、祈る。

7
サン

トゥッツｧ
ルチ
ア

サントゥッツｧ
の歌
「ママも知る通り」

教会に向かうトゥリッドゥが、サントゥッツｧにルチアの所在を尋ねる。
サントゥッツｧは、トゥリッドゥの優しい言葉を聞こうとするが、相手にされない。

3
サン

トゥッツｧ
トゥリッ

ドゥ

教会に向かうローラは、二人に軽い冗談を言う。
サントゥッツｧは、ローラに対して、
「主はお見通しだ。教会には罪がないと思う人が行く所。」と皮肉を言う。

4
サン

トゥッツｧ
トゥリッ

ドゥ
ロー
ラ

トゥリッドゥは、ローラに皮肉を言ったサントゥッツｧを非難する。
サントゥッツｧは愛を訴えるが、冷たくされ、怒りをぶつける。
そして、地面に押し倒され、教会に逃げるるので、トゥリッドゥを呪う。

6
サン

トゥッツｧ
トゥリッ

ドゥ
サントゥッツｧの愛
が破綻

アルフィオへ
告げ口

押し倒されたサントゥッツｧは、偶然、アルフィオと出会い、思わず、妻ローラの不倫の話
をする。すぐ告げ口を後悔するが、アルフィオは、復讐の念に燃える。

7
サン

トゥッツｧ
アル
フィオ

偶然、思わず、
告げ口してしまう

1 間奏曲 3 有名です

2
トゥリッドゥは、ミサが終わって教会から出てきた人たちと、店でワインを飲みみんなで乾
杯する。

7
トゥリッ

ドゥ
ロー
ラ

合唱

3
アルフィオが来て、トゥリッドゥの酒を拒否し、二人は決闘することになる。
女達は、ローラを連れて退散する。
トゥリッドゥは、アルフィオに自分が死ぬときには、サントゥッツｧを頼むという。

5
トゥリッ

ドゥ
ロー
ラ

アル
フィオ

トゥリッドゥの歌

4
決闘が行われることを知らないルチアに、トゥリッドゥは、自分に毎一のことがあったらサ
ントゥッツｧの母になってくれと頼む。
遠くからトゥリッドゥが殺されたという、悲鳴が聞こえてくる。

5
サン

トゥッツｧ
ルチ
ア

トゥリッ
ドゥ

(注)紙の音がするので、開幕中は、このＡ４紙をしまってください。

トゥリッドゥ
から

捨てられる
サントゥッツｧ

ルチアに
訴える

サントゥッツｧ

主な歌う登場人物

マスカーニ作曲　歌劇「カヴァレリア・ルスティカーナ」

分

ローラを
讃える

トゥリッドゥ
13

第１場
５３分

20

20

第２場
２０分

1

2

3

10
殺される

トゥリッドゥ

ワインで
乾杯

10


